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１　はじめに

　平城宮・京の発掘調査では遊戯に関連する遺物が出土
している。このうち盤上遊戯に関する賽子、碁石、樗蒲

（かりうち）盤を主たる対象として未報告資料の整理と既
報告資料の見直し作業を実施しており、その成果につい
て報告する。

２　平城宮・京出土の遊戯具

賽　子　　平城宮・京から出土する代表的な遊戯具とし
て賽子がある。賽子には六面体と棒状の二種の形態が存
在する。
　六面体の賽子は現代のサイコロと同じ形態である（図

242）。１～４は一辺約１㎝の正六面体を呈する。いずれ
も木材の端材を利用して成形する。対面する目の和が７
になる個体（２・３）とならない個体（１・４・６） １）が
存在する。１は目を刻した後に墨を入れ、２～５は目を
墨書する。５は五の面のみの削片。６は一辺4.9㎝と大
型で、角材の端を切り落とし、各面に先端の鋭利な工具

で目を刻す。１は左京三条二坊八坪二条大路濠状遺構
SD5100、２～６は平城宮東方官衙地区SK19189から出
土した。
　棒状タイプの賽子は側面を面取りした六角柱状の形態
で両端を尖らせる（図243-１～３）。１・２は各面に漢数
字を墨書するが、３は「一・三・五」のみで他の面に墨
書はない。また図243-４は八角柱状を呈し、各面に１～
８本の刻線を順に刻む。両端は平坦に整える。これも棒
状タイプの賽子の一種と考えられる。１は左京二条東一
坊大路西側溝SD4951、２は左京三条二坊八坪二条大路
濠状遺構SD5100、３は左京二条二坊十一・十四坪境小
路東側溝SD02 ２）、４は左京三条二坊東二坊坊間路西側
溝SD4699から出土した。
算木状木製品　　刻線や墨書のある角柱状の形態を呈す
る木製品。改良型の「算木」と考えられているが ３）、棒
状タイプの賽子と形態的特徴がよく似ていることから、
算木状木製品と仮称してここで報告したい（図244・245、

表32）。
　算木状木製品には長さ、端部形態、各面の刻線や墨書
の数にバリエーションがある。長さをみると、1.9～6.3
㎝と幅があり、3.2～4.9㎝にまとまる。各面には刻線（14

例）および墨書（３例、１・３・13）によって異なる数が

平城宮・京出土の遊戯具
（１）

図2₄2　平城宮・京出土賽子（立方体タイプ）　１：２（６は１：４）
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図2₄3　平城宮・京出土賽子（棒状タイプ）　１：２
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表現されている。各面に記された数に注目すると「１・
２・３・４」が８例と主体を占めるが、「１・２・３・６」
と刻む11のほか、６本（９）や５本（６・10・14）の刻線
を刻む例もあり、一様ではない ４）。また６のみ「３・３・
４・５」と刻線の数に重複がある。
　刻線には太さに差異がみられ、刀子状の工具により両
側から切り込みを入れて刻すものが多く、断面がV字形
または逆台形を呈する。両端の形態をみると、先端を削
り出して四角錐状に尖らせるタイプ（６例）と平坦に整
えるタイプ（９例）がある。また、断面形態に注目する
と長方形を呈する５を除き ５）、およそ正方形をなす。５
は長方形の断面形態のほか、３ヵ所に直径約１㎜の穿孔
を施す点で異例である。
　平城宮・京から出土する算木状木製品の特徴は以下の
４点である。①側面を面取りして角柱状の形態を呈す

図2₄₄　平城宮・京出土算木状木製品　１：２
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図2₄5　平城宮・京出土算木状木製品
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る、②刻線や墨書による各面で異なる表示・記号が存在
する、③両端を四角錐状に尖らせるタイプと平坦なタイ
プがある、④長さ・大きさが多様である。これらの特徴
は上述した六角柱や八角柱状を呈する棒状形態の賽子と
共通する。算木状木製品の用途については、かつて「骰
子形木製品」と報告されていたように（『平城報告 Ⅶ』）、
棒状の賽子の一種である可能性を排除せず、なお検討を
重ねる必要がある ６）。
碁　石　　丸みを帯びた天然の小石。これらの小石の中

には碁石のほか、双六子をはじめとする別の遊戯の駒と
して使用されたものや遊戯具とは無関係のものも含まれ
る可能性は否定できない。しかし、藤原京右京三条三坊
から平面形態が楕円形や不整円形を呈し白・黒色を呈す
る小石がまとまって出土しており、碁石の可能性が高い
とされている ７）。そこで、この小石に形態・石質が似る
ものを抽出し、古代に属する遺構から出土した24点を図
示した（図246・表33）。
　平面形をみると、いずれも角がなく丸みを帯びてお

図2₄6　平城宮・京出土碁石　１：２
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表33　平城宮・京出土碁石

調査次数 遺　構 長径（㎝）短径（㎝）厚さ（㎝）重量（g） 色調

1 168 SE1550 1.2 1.1 0.4 1.0 白

2 168 SE1550 1.3 1.2 0.8 1.9 黒

3 179 柱穴（土坑） 1.3 1.3 0.3 1.0 黒

4 179 柱穴（土坑） 1.3 1.1 0.5 1.1 白

5 179 SE1867 1.3 1.2 0.5 1.2 黒

6 440 SK19189 1.1 0.9 0.5 0.8 白

7 440 SK19189 0.9 0.9 0.6 0.8 黒

8 440 SK19189 1.1 0.8 0.5 0.7 白

9 440 SK19189 1.1 1.0 0.5 0.9 白

10 440 SK19189 1.1 0.8 0.5 0.7 白

11 440 SK19189 1.2 1.1 0.4 1.0 白

12 440 SK19189 1.2 1.1 0.6 1.2 白

13 440 SK19189 1.3 1.2 0.6 1.5 

14 440 SK19189 1.3 1.2 0.4 1.0 黒

15 440 SK19189 1.3 1.2 0.8 1.8 白

16 440 SK19189 1.2 1.0 0.5 1.1 

17 430 SK9240 1.6 1.3 0.7 2.4 白

18 430 SK9240 1.7 1.2 0.6 1.8 白

19 172 SD2700 1.4 1.3 0.4 1.3 黒

20 204 SD5300 1.3 1.2 0.4 1.0 黒

21 254 SB6595 1.3 1.3 0.5 1.4 白

22 372 SX8889 1.6 1.4 0.3 1.1 白

23 524 SD10580 1.3 1.2 0.5 1.4 黒

24 571 SD7100A 1.5 1.1 0.2 0.8 黒

表32　平城宮・京出土算木状木製品

調査次数 遺　構 長さ（㎝） 端部形態 刻線／墨書 数 出　典

1 204 SD5300 1.9 角錐 刻線・墨書 1・2・3・4 『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』PL.213-94

2 200 SD5100 2.8 角錐 刻線 1・2・3・4 『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』PL.199-286

3 200 SD5100 3.1 平坦 墨書 1・2・3・4 『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』PL.199-285

4 204 SD5300 3.2 角錐 刻線 1・3・4 『平城京左京二条二坊・三条二坊発掘調査報告』PL.213-94

5 44 SD5788 3.8 平坦 刻線 1・2・3・4 『木器集成図録』PL.44-4404

6 32補 SD4100A 4.3 平坦 刻線 3・3・4・5 本報告

7 274 SD17650 4.2 平坦 刻線 1・2・3・4 『年報1998-Ⅲ』図10-9

8 404 SE950 平坦 刻線 本報告

9 22南 JE34土器溜 4.6 平坦 刻線 2・6 本報告

10 281 SD7090 4.9 平坦 刻線 3・5 本報告

11 13 SK820 4.3 角錐 刻線 1・2・3・6 『平城報告Ⅶ』PL.73-161

12 22南 SK3139 6.3 角錐 刻線 1・2・3・4 『木器集成図録』PL.44-4402

13 301 SD5200Bb 5.6 角錐 墨書 無・1・2・3 『年報2000-Ⅲ』図8-2

14 315 SD3825 5.6 平坦 刻線 （3）・4・5・（6） 『平城報告ⅩⅦ』図版134-200

15 245-01 SD16040 4.7 平坦 刻線 1・2・3・4 本報告

16 337 SB18500-E1 4.6 平坦 刻線 1・2・3・4 『平城報告ⅩⅦ』図版128-113
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り、楕円形もしくは不整円形を呈する。長径は0.8～1.7
㎝で1.3㎝前後のものが多い。厚さは0.2～0.8㎝で、断面
形は扁平なものと厚みをもつものがある。なお、厚みを
もつものでも、接地した時に安定する面を有する点が共
通する。色調は白色と黒色に分かれるが、13と16は灰味
がかり白色とも黒色とも判断しがたい。
　碁石や駒の場合、単独ではなく複数で使用される場面
が多いと想定されることから、同一遺構から似た形状・
大きさをもつ小石が複数出土する場合は、遊戯具の可能
性を検討する必要があろう。
列点墨書土器　　樗蒲の盤面とみられる列点記号を記す
土器。平城宮・京ではすでに４例を確認しているが ８）、
今回新たに平城第43次調査SD4951から出土した須恵器
杯蓋を確認した（図247）。須恵器杯蓋の頂部外面に墨点
で列点記号を記す。樗蒲の盤面となる列点記号の外周列
点と放射状列点の一部にあたると考えられる。

３　ま と め

　本報告では平城宮・京出土の遊戯具のうち、盤上遊戯
に関わると考えられる遺物について報告した。これらは
木片や土器を簡単な方法で加工・転用し、天然の小石を
利用するなど身近な材料を用いている点に特徴がある。
これは正倉院宝物に残された精巧な遊戯具とは対照的な
奈良時代の遊戯具の一端を示している。今後も出土遊戯
具の整理と検討を続けたい。
　なお本報告は、2018年度公益財団法人中山隼雄科学技
術文化財団研究助成の成果の一部を含む。� （小田裕樹）
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図2₄₇　平城第₄3次調査SD₄₉51出土列点墨書土器　実測図は１：３
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